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は組成比によって融点が 578 Kと報告されており、Flibeに比して 150 Kほど融点が低下する。よって、設計ウ






























































Abe et al, 1981
 
Fig. 1 Flibeの粘性評価結果 (LiF–BeF2 = 67–33) 

























した。LiF–NaF–BeF2 = 31–31–38 のデザインウィンドウ評価結果を Fig. 4 に示す。今回評価した中では
LiF–NaF–BeF2 = 31–31–38のデザインウィンドウが最も大となり、従来 Flibeブランケットシステムが有してい
た伝熱観点からの設計課題を解決しうる材料であることを明らかとした。この組成を用いたブランケットシス

















(d = 20 mm)
 
























































ンウィンドウの変化を評価すると、たとえ 10年連続で運転したとしても温度余裕度は約 8 Kしか減少しない。
したがって、熱的特性の観点からは、連続運転可能性に制限をほぼ与えないことが明らかとなった。 
第 5章では、第 2章から第 4章までの内容を要約し、本研究で得られた結論ならびに今の課題について総括
した。 
 
Fig. 5 燃焼解析における計算体系 



















Fig. 6 運転開始後のTBR時間変化 (6Li = 80%) 
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